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1. ⼀般向け講演会『「国連海洋科学の 10 年」を知ろう！』実施報告 
 
⽇本海洋政策学会が⽇本財団助成による事業の⼀環として、⼀般向け講演会『「国連海洋科
学の 10 年」を知ろう！』を 2024 年 3 ⽉ 29 ⽇（⾦）午後に東京⼤学理学部 1 号館の⼩柴ホ
ールにて開催した。本講演会は、現地参加とともに、オンラインでも配信するハイブリッド
形式にて⾏った。 
 
既に「国連海洋科学の 10 年」が始まってから３年が経つものの、⼀般の間での認知度は
SDGs などに⽐べて低いのが現状である。この状況を改善し、より多くの⽅に興味を持って
もらう⽬的である。そのため、「国連海洋科学の 10 年」の国際的な枠組みや⽇本における活
動の全体像から、具体的な活動の紹介まで、６名の講師を招いて多岐に渡る内容で講演して
頂いた。講師と講演タイトルは以下の通り。（敬称略） 
 
開会挨拶 坂本茂樹（神⼾⼤学・名誉教授） 
講演１ 道⽥ 豊（東京⼤学⼤気海洋研究所・教授） 
    国連海洋科学の 10 年が⽬指すもの 
講演２ 原⽥尚美（東京⼤学⼤気海洋研究所・教授） 
    国連海洋科学の 10 年：⽇本の活動 
講演３ 脇⽥和美（東海⼤学海洋学部・教授） 
    海洋空間計画と国連海洋科学の 10 年 
＜休憩＞ 
講演４ 藤井陽介（気象研究所全球⼤気海洋研究部・主任研究官） 
    ⽇本主導の国連海洋科学の 10 年プロジェクト「SynObs」について 
講演 5 森岡優志（海洋研究開発機構・主任研究員） 
    海洋若⼿専⾨家（ECOP）の課題と取り組み、今後への期待 
講演６ ⼭形俊男（東京⼤学・名誉教授/海洋研究開発機構・特任上席研究員） 
    ⼈類の持続可能性に向けて：⺟なる海の⼤切さ 
閉会挨拶 窪川かおる（帝京⼤学先端総合研究機構・客員教授） 
 
講演会では、神⼾⼤学名誉教授の坂元茂樹⽇本海洋政策学会会⻑の開会挨拶の後、２つのセ
ッション構成として、６件の講演を⾏なった。 
講演１では東京⼤学⼤気海洋研究所教授、またユネスコ海政府間洋学委員会( IOC- 
UENSCO)の議⻑でもある道⽥豊⽒より、「国連海洋科学の 10 年が⽬指すもの」について分
かりやすく紹介をして頂いた。 
講演 2 では、東京⼤学⼤気海洋研究所教授の原⽥尚美⽒より、「国連海洋科学の 10 年」に
関する⽇本の活動について、IODE（International Ocean Decade of Ocean Exploration 1971
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〜1980）などから現在の活動へのつながりも含めて紹介して頂いた。 
講演 3 では、東海⼤学教授の脇⽥和美⽒より、現在世界的にも注⽬されている海洋空間計
画について、世界の状況と、それに⽐べて遅れを取っている⽇本の現状を⽐べながら分かり
やすく紹介して頂いた。 
講演４では、⽇本が主導する「国連海洋科学の 10 年」の意欲的なプロジェクトのひとつと
して、「SynObs（Synergistic Observing Network for Ocean Prediction、海洋予測のための相
乗的な海洋観測網）」の紹介を、その中⼼的な役割を担っている気象研究所主任研究官の藤
井陽介⽒に紹介して頂いた。 
さらに講演 5 では、海洋分野の若⼿専⾨家（ECOP：The Early Carrier Ocean Professional）
として、海洋研究開発機構主任研究員の森岡優志⽒から、「国連海洋科学の 10 年」のネット
ワークプログラムである ECOPの取り組みと課題、今後の期待について紹介して頂いた。 
最後に講演 6 として、東京⼤学名誉教授の⼭形俊男⽒より、「国連海洋科学の 10 年」を超
えた先にあるものを捉えるような、⼤きな視野からの講演を頂いた。 
 
最後に帝京⼤学先端総合研究機構客員教授の窪川かおる⽇本海洋政策学会副会⻑の閉会挨
拶の後、現地参加者を対象とした質問コーナーを設け、参加者と講演者との交流を図った。 
 
 
2. 参加登録者数 

2024 年 3 ⽉ 29 ⽇現在 
 登録者数 154 名 
  現地参加  23 名 
  現地参加+オンライン視聴  29 名 
  オンライン視聴のみ  102 名 
 

 
 



 3 

3. 成果物等 
(1) ⼀般向け講演会 ポスター 
(2) 講演スライドのコピー 

 
以上 

 
 



⼀般向け講演会
『「国連海洋科学の10年」を知ろう！』

⽇時：2024年3⽉29⽇（⾦）13:30〜17:30
場所：東京⼤学理学部１号館２階 ⼩柴ホール（＋オンライン配信）

主催：⽇本海洋政策学会

プログラム

13:30 開会挨拶 坂元茂樹（神⼾⼤学・名誉教授）

13:40-14:10 講演１ 道⽥豊 （東京⼤学⼤気海洋研究所・教授）
国連海洋科学の10年が⽬指すもの

14:10-14:40 講演２ 原⽥尚美（東京⼤学⼤気海洋研究所・教授）
国連海洋科学の10年：⽇本の活動

14:40-15:10 講演３ 脇⽥和美（東海⼤学海洋学部・教授）
海洋空間計画と国連海洋科学の10年

15:10-15:20 休憩

15:20-15:50 講演４ 藤井陽介（気象研究所全球⼤気海洋研究部・主任研究官）
⽇本主導の国連海洋科学の10年プロジェクト「SynObs」について

15:50-16:20 講演５ 森岡優志（海洋研究開発機構・主任研究員）
海洋若⼿研究者（ECOP）の課題と取り組み、今後への期待

16:20-16:50 講演６ ⼭形俊男（東京⼤学・名誉教授/海洋研究開発機構・特任上席研究員）
⼈類の持続可能性に向けて：⺟なる海の⼤切さ

16:50 閉会挨拶 窪川かおる（帝京⼤学先端総合研究機構・客員教授）

17:00-17:30 質問コーナー
（⼩柴ホール前のホワイエで数名が担当、オンライン対応無し）

本講演会は、⽇本財団からの研究助成による活動の⼀環として開催しています

参加登録URL： https://forms.gle/h8uaMEnvVPhink7G8 
（参加登録〆切：2024年3⽉28⽇）

（参加費：無料）



 

⼀般向け講演会『「国連海洋科学の 10 年」を知ろう！』発表スライド集 

 
講演１ 「国連海洋科学の 10 年が⽬指すもの」 道⽥ 豊（東京⼤学⼤気海洋研究所・教授） 
     
講演２ 「国連海洋科学の 10 年：⽇本の活動」 原⽥尚美（東京⼤学⼤気海洋研究所・教授） 
 
講演３ 「海洋空間計画と国連海洋科学の 10 年」 脇⽥和美（東海⼤学海洋学部・教授） 
     
講演４ 「⽇本主導の国連海洋科学の 10 年プロジェクト「SynObs」について」 藤井陽介（気象研究所全球⼤気海洋研究部・主任研究官） 
     
講演 5 「海洋若⼿専⾨家（ECOP）の課題と取り組み、今後への期待」 森岡優志（海洋研究開発機構・主任研究員） 
     
講演６ 「⼈類の持続可能性に向けて：⺟なる海の⼤切さ」 ⼭形俊男（東京⼤学・名誉教授/海洋研究開発機構・特任上席研究員） 
 
 




























































































